
会議録（全録） 

平成26年度第３回中原区区民会議

日時 平成27年１月22日（木）14：00～ 

場所 中原区役所５階 502・503会議室 

参考資料１

（案）
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１ 開催日時 平成２７年１月２２日（木）午後２時～３時５３分 

２ 開催場所 中原区役所５階 ５０２・５０３会議室 

３ 出席者   

（委員）板倉委員長、 本副委員長、成田副委員長、石川委員、梅原委員、尾木委員、

梶川委員、園部委員、反町委員、田中委員、塚本委員、長尾委員、仲亀委員、

中森委員、仁上委員、萩原委員、松本委員、山崎委員 

 （参与）大庭参与、押本参与、松川参与、松原参与 

（事務局）鈴木区長、小野副区長、今井課長、岩瀬担当部長、稲葉部長、大塚所長、蛯

名副所長、高岡担当課長（こども支援室長代理）、鈴木所長、八木課長 

企画課：江口係長、倉見係長、大崎職員、野並職員、西山職員 

４ 議 題 （１）第１・２回課題調査部会及び第２回運営部会報告（公開） 

（２）審議テーマ「地域コミュニティ、みんなでまちをきれいに」の審議

経過について（公開） 

（３）その他（公開） 

５ 傍聴者 ２名 

６ 会議内容 

午後２時  開 会 

１ 開会 

司会 皆さん、こんにちは。定刻になりましたので、ただいまから第５期第３回中原区区

民会議を開催いたします。私は、本日の会議の議事に入るまでの間、進行を務めさせてい

ただきます副区長の小野でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 本日は過半数の委員に御出席をいただいておりますので、川崎市区民会議条例第６条第

２項の規定によりまして、本会議が成立しておりますことを御報告申し上げます。なお、

本日の会議は会議公開条例に基づき公開で行われます。また、会議録を作成し、公開する

こととなりますので御了解いただきたいと存じます。 

 それから、本日、松澤委員につきましては、所用により欠席との御連絡をいただいてお

ります。そして、井上委員ですが、若干遅れているようでございます。続きまして参与で

すが、市古参与、原参与、東参与、吉岡参与、滝田参与につきましては、所用により欠席

との御連絡をいただいておりまして、あと若干遅れている参与の方もいらっしゃるかと思

います。 

 それでは、中原区長の鈴木より御挨拶申し上げます。 

区長 皆さん、こんにちは。中原区長の鈴木でございます。寒いところ、またお忙しい

中、本日もお集まりいただきましてありがとうございます。私ごとですが、少し油断して
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しまい、昨日から風邪をひいてのどの調子が悪いのですが、委員の皆様にあられまして

は、ぜひ御自愛いただいて、健やかにお過ごしいただきたいと存じます。 

 また、この区民会議も年明けは、本日初めて開催されたということでございますので、

本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 また、それぞれの議題については、これまでの経過を踏まえて積み上げていくというこ

とで、本日の会議におかれましても、熱心な御議論を期待しているところでございます。

私ども市役所、区役所の事情で申し上げますと、この時期は、ちょうど来年度の予算編成

について、最後の市長査定を受けている最中でして、区役所については、今週月曜日に市

長の前で査定を受けた状況でございます。 

 この間、いろんな新聞などでもよくお耳にしていると思いますが、川崎市の福田市長は

スクラップ・アンド・ビルドという言葉を使いまして、事業の見直しと立て直しというこ

とで取り組むということで話がありましたが、改めて今週の予算査定の中で、私ども区役

所全体に対して言っていたことで、もちろん区役所だけではなく市役所もだと思いますけ

れども、事業をすること自体が目的化しているものはないかといったようなことを言われ

ておりました。事業をするというのは、そもそもはある効果を狙って、ないしはある対象

をしっかり定めて目的を持ってやるべきことであるはずだと。ところが、場合によって

は、特に継続型でやっている事業は特にそうなんですけれども、事業をやるということだ

けが目的化していて、何のために始めた事業だったか忘れている面はないかというような

ことで投げかけられております。 

 また、もう１つ言われたのは、何か事業をやってしっかり効果が出ているのかという、

いわゆる効果測定をきっちりやるようにということです。ですから、ビフォー、アフター

といいますか、やる前はこうだったけれども、やったことによってあるものがよくなった

とか、そういうことをしっかり見極めながら職員は取り組むようにと言われました。 

 私たち公務員は、割と積み重ねでやっていく事業が多かったり、非常に長期にわたって

取り組む事業が多いものですから、そういうことを時々忘れがちという中で、この区民会

議という形の中で皆様に御議論いただくということは我々にとって大変刺激になっており

ます。皆様方の日頃の地域の課題認識などがここで議論されることによりまして、私ども

の事業について、ここで議論されたこと以外にも及んで区政の推進ないしは刷新に役立て

ていきたいと考えております。 

 本日は、大変お忙しいところお集まりいただきましたので、効率的な議論が進むように

私どももサポートしたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします。一言御挨拶させ

ていただきました。 

司会 それでは続きまして、事務局から本日の資料の確認をさせていただきます。事務

局、よろしくお願いいたします。 

事務局 それでは、本日のお手元の資料を確認させていただきます。クリップでとまって
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おりますので、よろしければ外して御確認いただければと存じます。 

 まず１枚目、本日の第３回中原区区民会議の次第がございます。 

 １枚おめくりいただきまして、別添１、本日の席次表をつけております。次に、別添

２、委員及び参与名簿でございます。 

 おめくりいただきまして、資料１、Ａ３版の１枚の資料ですけれども、課題調査部会・

運営部会における審議経過（主な意見のまとめ）でございます。 

 資料２、課題解決に資する取組の提案に向けてというＡ４版の１枚の資料でございま

す。 

 資料３、課題解決に資する提案のまとめ（経過報告）でございまして、１枚目がＡ３

版、次のページにＡ４版で１枚、資料がございます。 

 資料４、第５期中原区区民会議スケジュール（案）でございます。Ａ３版で１枚の資料

でございます。 

 続きまして、参考資料１－１、第１回課題調査部会会議録でございます。左側に２か

所、ホチキスでとめているものでございます。 

 参考資料１－２、第２回課題調査部会会議録でございます。こちらもホチキスで２か所

とめてございます。 

 参考資料２、第２回運営部会会議録（案）でございます。こちらも左側をホチキスで２

か所とめております。 

 参考資料３、区民会議交流会への出席についての御案内の資料でございます。Ａ４版で

左上にホチキスで１か所とめている資料でございます。 

 参考資料４、平成26年度第１回かわさき市民アンケート概要版でございます。左上にホ

ッチキスでとめているものでございます。 

 参考資料５、「なかはら区民会議だより」第23号で、先日お配りしているものになりま

すけれども、改めて添付させていただきました。 

 続きまして、区民会議の資料ではございませんけれども、中原工場協会の取組として御

紹介させていただく資料として１枚つけさせていただいているものがございます。「すべ

ての女性が輝く社会づくり」というチラシでございます。工場協会の取組ということで、

後ほど萩原委員から簡単に御説明いただければと存じますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 最後に、川崎市総合企画局で所管する協働・連携のあり方検討委員会の「かわさき協働

通信」を添付させていただきました。部数の関係で委員の方のみの配付とさせていただい

ておりまして、参与の皆様には、恐縮ですけれども、コピーを参考までに御用意しており

ますので、後ほど御参照いただければと存じます。 

 資料の説明は以上でございます。 

司会 ただいま事務局から資料等について御確認をさせていただきましたが、過不足等、
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いかがでございましょうか。よろしいでしょうか。 

 それでは、ここからの進行は委員長にお任せしたいと存じます。委員長、どうぞよろし

くお願いいたします。 

２ 会議録確認委員の選任 

板倉委員長 それでは、ここからの議事は私が進行させていただきます。おくればせなが

ら、本年もひとつよろしくお願いしたいと思います。 

 今、「地域コミュニティ、みんなでまちをきれいに」というテーマを検討しているわけ

ですが、きれいにと言いますと、どうしても、ごみとか、缶、瓶、たばこのポイ捨て、集

積所とか、ごみの問題が非常に多くといいますか、すぐ頭の中に浮かんでくる。このほか

にちょっと視点を変えて、中原区の風景の美しさとか、区の木になりましたモモとか、桜

並木、緑の散歩道とか、パンジーのあるまちとか、それから落書きのないまち、子どもた

ち、挨拶とか言葉を交わすことによる心の美しさ、こんなことを考えながら少しずつ見つ

けていってはと思っております。 

 ただ、これをまともにやりますと非常に広くなってしまうので、これからの審議の中で

整理をさせていただきたい、また整理をしていただきたいと思います。 

 それでは、まず会議録確認委員の選任をさせていただきます。前回は萩原委員と松澤委

員にお願いいたしましたので、続きまして、名簿の順ということで恐縮ですが、中森委員

と仁上委員にお願いしたいと思いますがよろしいでしょうか。よろしくお願いいたしま

す。 

３ 議題 

（１）第１・２回課題調査部会及び第２回運営部会報告 

（２）審議テーマ「地域コミュニティ、みんなでまちをきれいに」の審議経過について 

板倉委員長 では、議題の審議を進めてまいります。 

 まず初めに、第１回、第２回の課題部会の報告と第２回の運営部会の報告をしていただ

きまして、それを受けて、先ほど申し上げましたように、審議テーマとして「地域コミュ

ニティ、みんなでまちをきれいに」に向けた取組の審議を進めていきたいと思っておりま

す。 

 課題調査部会は11月６日、12月８日の２回にわたって審議を行っております。その中で

非常に熱心な御討議をいただいております。本日それぞれの説明があるんですが、これは

資料の内容が非常に多いので、皆さんの頭の中で整理をしながら進めていっていただきた

いと思います。 

 それでは、課題調査部会の報告を成田副委員長にお願いしたいと思います。よろしくお

願いします。 
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成田副委員長 それでは御報告させていただきます。平成26年11月６日及び12月８日に、

第１回また第２回課題調査部会を開催いたしました。課題調査部会は８名となっておりま

すが、毎回１名ずつ欠席のため、各回とも７名による審議となっております。各会議の詳

細な審議内容につきましては、参考資料１－１及び１－２の会議録でそれぞれ御確認いた

だけますので御承知ください。 

 第１回目の部会で、冒頭、部会長、副部会長の選任を行い、私、成田が部会長に、また

松本委員が副部会長に選任されました。 

 それでは、早速資料１を御覧ください。まず、11月６日に開催された第１回の部会にお

いて、中原区区民会議課題調査部会要領に基づいて課題調査部会の役割などを確認し、区

民会議としての成果につながる提案、また取組を検討するために、部会の全４回の進め方

や今後のスケジュールを確認いたしました。 

 次に、これまで開催されました準備会議、第１回、第２回区民会議及び第１回運営部会

で出された審議テーマ「地域コミュニティ、みんなでまちをきれいに」に関連する全委員

の意見の整理を行いました。それを踏まえ、課題と現状の把握、情報共有を行い、目標の

設定、狙い、ターゲットの絞り込みに向けて、第１回目の審議を行いました。 

 その審議の内容についてまとめたものが、資料１の上段左側になります。 

まず、目標設定ですが、わかりやすさとインパクト、多様な区民が取り組める目標で

あること、メッセージの発信と仕組み、取組の継続性があること、活動の上で共通の目標

があること。 

 次に、ターゲットとなる対象ですが、地域の不動産業者やコンビニ、企業など。２番目

に子ども。こちらは親とともに参加することで親や家族も含めて対象者をふやすというこ

とにもなっております。また、町内会や学校、ＰＴＡなどへの浸透。地域、イベントへの

非参加者は、特に単身の若い世代に向けての対象を考えております。さらに、集積所のル

ールを守らない方、あるいは守れない方という今まで発掘できていない部分についても対

象と定めました。 

 この２つに基づいて、７項目にわたる課題が挙げられました。こちらの各課題について

は時間の関係上、目を通していただけるとありがたいと思います。 

 そこからさらに発展しまして、発展・強化したい既存の取組や新たな取組、11項目を確

認いたしました。こちらも同様に目を通していただけるとありがたいと思います。 

 この第１回部会の審議における部会の委員の意見をまとめた結果、取組提案検討の方向

性として、①啓発・ルールづくり、意識改革の取組、②学校と地域、環境教育の取組、③

イベント・キャンペーン・周知の取組におおむね分けて、さらに議論し、審議していくこ

とを確認いたしました。 

 次の12月８日に開催されました第２回部会においては、第１回の議論を発展させていく

ための現状把握の補強となる審議を行いました。併せて、川崎市環境局廃棄物政策担当の
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担当係長様より、市の廃棄物行政における課題や取組の状況について説明をしていただ

き、引き続き、課題解決に向けた取組、提案などの検討を行いました。 

 その結果、資料１の下段左側から、提案検討のポイントとして、まず、子どもを通じた

働きかけをすること、わかりやすい、実行しやすい啓発、地域一帯で取り組むこと、達成

目標を設定すること、中原区の地域資源を生かすことなどを定め、取組のアイデアとし

て、モデル集積所の創設、子ども向け人形劇での啓発を行う取組など８つに分類し、数多

くのアイデアが提案されました。 

 部会では、そのほか委員から数々の意見が出されたことをもとにして、委員各自ごとに

意見をまとめていただき、具体性を持った提案としていくため、５Ｗ１Ｈ式のシートに記

載してそれぞれ意見を提出していただきました。それについてまとめた資料は資料３とな

っておりますが、この内容につきましては、この後、引き続き説明がありますので、後ほ

ど御覧いただきたいと思います。 

 今後、第３回部会の審議において、課題解決に向けた取組、提案などの検討を推し進

め、取組内容、担い手、役割分担、進め方などについての集約を行い、第４回部会におけ

る最終取りまとめへと続いていく予定ですが、１月９日に開催されました運営部会では、

これまでの２回の課題調査部会における審議内容についての御意見をいただき、今後の部

会における取組や議論の方向性について、本日の全体会議でどのような議論をしていただ

くかといった観点からも御意見をいただきました。したがいまして、本日の会議の審議に

おかれましても、今後の部会の審議を進めていく上で、議論の焦点や視点をどこに置くか

ということについて、多様な角度からの御意見や御提案をいただければと存じます。 

 以上で課題調査部会の審議の報告を終わらせていただきます。ありがとうございます。 

板倉委員長 ありがとうございました。 

 続きまして、１月９日に開催しました第２回運営部会の議事内容について、運営部会の

副部会長である 本副委員長から御報告をいただきたいと思います。よろしくお願いしま

す。 

 本副委員長 それでは、１月９日金曜日、委員６名の出席のもとで運営部会を開催いた

しましたので、その報告をさせていただきます。まず、課題調査部会の審議経過を報告し

ていただき、調査内容を確認いたしました。会議の詳細な審議内容は参考資料２の会議録

（案）で御確認いただけます。先ほど成田副委員長からの報告にございましたように、課

題調査部会では具体的な課題や取組などについての議論が行われましたので、運営部会で

は、課題調査部会における審議経過を踏まえ、今後の審議の方向性について、どのように

全体会議で審議していくかということを検討させていただきました。 

 それでは、ただいま見ていただきました資料１の課題調査部会・運営部会における審議

経過（主な意見のまとめ）の右側を御覧になっていただきたいと思います。こちらは、第

１回、第２回課題調査部会で検討していただいた際の主な意見をもとにしまして、さらに
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運営部会の審議において発言いただいた御意見などを加えまして、審議経過をお示しした

ものでございます。 

 運営部会においても、先ほどのように、まず成田委員から御報告をいただきました。課

題調査部会の審議内容を踏まえた上で、運営部会では本日の全体会議で委員の皆様に何を

議論していただくのかについて話し合いました。とりわけ、審議の視点や方向性について

はどうであろうか。例えば不足している視点や考慮すべき事項はないか、また意見の整理

や提案の絞り込みに向けたポイントとは何かなどについて議論していただくことが必要で

はないかということを重点的に審議いたしました。 

 特に提案の具体化に向けて、資料１に基本的な確認事項としてまとめていますように、

今回の検討テーマである「地域コミュニティ、みんなでまちをきれいに」を再確認すると

いう視点から議論いたしました。 

 中でも、まちをきれいにの視点について、課題調査部会では、ごみに関する事項以外の

検討があまり深まらなかったようだということから、これまでの準備会議からの委員の意

見を踏まえまして、もう少し幅広く捉えることが望ましいという意見がありました。それ

に対しまして、資料１のその他の意見にありますように、取り組みやすい、成果がわかり

やすいという視点から、ごみ問題の取組等に絞り込むべきだとの意見もありました。その

ほかに、これまで第３期、第４期の取組として開催した子育てふれあいカフェと連携して

はどうかというような意見もありました。 

 また、課題調査部会を主体として既存の取組や課題等の実態把握を目的としたアンケー

ト調査を、団体や企業等を対象に実施したいとの意見もありました。さらに、保育園児や

幼稚園児、小中学生などから、「まちをきれいに」を題材としました絵や写真などの作品

を募集して表彰するコンテストや作品展を開いたらどうかというような意見もございまし

た。このような審議を踏まえて経過報告をまとめておりますので、この点については後ほ

ど事務局から説明をしていただきます。 

 今後、引き続き第３回、第４回の課題調査部会において、具体的に取組や提案について

の審議をいただき、３月にはおおむね取組や提案内容を決定していくことになりますの

で、本日は“今後の議論の方向性や視点”について、また、区民会議の提案する取組とし

て、さらに実現性や実行する効果を高めるアイデアや手法などについて、皆様からアドバ

イスや御意見をいただき、今後の課題調査部会でさらに深い審議を進めていただきたいと

思っております。 

 私からの説明は以上でございます。ありがとうございました。 

板倉委員長 ありがとうございました。運営部会の報告をさせていただきました。 

 続きまして、これまでの審議状況を踏まえた取組案などを経過報告資料ということで資

料３にまとめてございます。運営部会においては、課題調査部会の審議状況を材料とし

て、本日の第３回本会議において何を重点的に審議していただくかという視点、方向につ
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いても、非常に話が大きくなっていますので、これも考えてございます。そして、視点と

いうことで、資料２に審議のポイントということでまとめてございます。 

 それでは、資料２及び資料３に関しまして、事務局から説明をお願いしたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

事務局 それでは、資料２、課題解決に資する取組の提案に向けてについて、説明をさせ

ていただきます。 

 まず、項目の１でございますが、課題調査部会の意見、運営部会の意見に基づきまし

て、類似提案の一括化、複数提案の分割、成熟度やステージが異なる提案の整理を行うと

ともに、運営部会での意見等も踏まえた可能なものについては、ごみ問題関連にとどまら

ず対象を拡大するといった作業を行ってまいりました。その作業をまとめた資料が資料３

でございまして、これにつきましては後ほど説明をさせていただきます。 

 続きまして、項目２、審議のながれでございますが、今後の流れを確認させていただき

たいと思います。今回の会議では、先ほど成田委員、 本委員からそれぞれ御報告をいた

だきました課題調査部会及び運営部会の調査審議内容について、今後の審議の方向性への

御指摘、御意見をいただき、それを受けて、今後２回開催される課題調査部会で、課題解

決に資する提案の絞り込み、まとめに入るという流れになります。 

 その上で、具体的にこの全体会議で何を確認、検討するかは、次の項目３、本会議での

確認・検討事項をごらんいただきたいと思います。全体会議では、今後提案のまとめに入

る課題調査部会への助言や提言、提案をいただきます。例えば審議の方向性について、不

足している点や考慮すべき事項はないか、意見の整理や提案の絞り込みに向けたポイント

は何か。また、取組としてさらに掘り下げていくためのアイデアや手法等もあれば御意見

をお願いしたいと思います。 

 その上で、当初の設定した検討テーマであります「地域コミュニティ、みんなでまちを

きれいに」に立ち返って検討していくことも重要かと思います。「地域コミュニティ」で

は、さまざまな区民の交流や連携が進むような提案になっているか、中原区らしさや区の

資源の活用、発揮されているような提案になっているか。「みんなで」では、取組の内容

や目的、目指すものが分かりやすく明確かどうか、みんな、つまり多様な区民が参加しや

すい形になっているかどうか。「まちをきれいに」をどのように捉えるのかも重要でござ

います。 

 課題調査部会では、ごみの問題に話題が集中した経緯がございましたが、運営部会で

は、既存の環境や里山の保全等の活動、心の美しさなども視野に入れてはどうかという意

見も出てございました。これらを踏まえまして御意見をいただければと思います。 

 これまで出された様々なアイデアや御指摘は、どれも貴重で意味あるものでございます

が、１度に全てできるものではございません。課題解決の緊急性の高いもの、実現性や取

組効果の高いもの、委員の関心が高いものなどの観点から提案を絞り込み、１つ１つ成果
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を積み重ねていくことが重要と考えております。 

 なお、改めての確認事項でございますが、今後の課題調査部会の審議におきまして、取

組提案の数は４つないし５つ程度に絞り込み、取組の期間は原則５期の期間内とすること

を認識していただければと存じます。 

 続きまして、資料３を御覧いただきたいと思います。取組提案のまとめに向けて、経過

報告、整理方法の一案としてまとめさせていただいた資料でございます。 

 左から、課題、課題解決の方向性、取組提案という形でまとめてございます。まず、一

番上、議論の前提としまして、既存の活動団体の活動実態や課題・工夫の把握が必要と考

えてございます。この課題について、現状調査等を行い、その実態や地域の資源、課題等

を把握することで実践的な取組へつなげます。これらの取組は、他の取組への効果を一層

高めるための手法、アプローチになるかと思います。 

 取組提案としては、２つ挙げてございます。１つは、①の「きれいなまちづくり活動」

アンケート調査でございます。既存の活動団体等に、アンケート調査等で活動の概要、課

題や工夫等を伺うものです。もう１つの提案が、②の地域の優良箇所、課題箇所の把握

（ベスト３、ワースト３）です。これのもとになっているのは、地域の課題箇所を町会等

の地域団体に出してもらい、そこを重点的に取り組もうという御意見でございました。そ

れに少しアレンジを加え、悪いところだけではなく、よいところも挙げてもらって、良い

点をアピールや地域で守っていくことにつなげてはどうかと考えたところでございます。 

 続きまして、実践的な取組提案でございますが、③から⑪の取組が提案されておりま

す。課題は大きく３つに整理してございます。 

 まず、課題調査部会で多かったごみ問題に関する課題でございます。特に正しいごみ分

別法や再資源化の効果がわかりにくいこと、ごみの分別意識の低い区民の存在などが課題

として挙げられました。解決の方向性としては、楽しく学べる、体験できる場を創出す

る。子どもから大人まで多世代を幅広く取り組む、教育分野との連携などでございます。 

 具体的な取組としては、４つ挙げられております。まず、③ごみ分別検定・名人認定、

仕分けの達人ゲームにつきましては、分かりにくいごみの分別や再資源化の効果を検定制

度やゲーム形式で楽しみながら学ぶ仕掛けでございます。次に、④スポーツＧＯＭＩ拾い

は、ごみ拾いをイベント化、スポーツ化し、多世代で楽しく取り組み、成果を競うもので

ございます。次に、⑤モデル集積所は、集積所等で分別に関する表示や掲示をわかりやす

くしたり、模範的な集積所の設置や展示をするものでございます。次に、⑥啓発人形劇

は、既に実践されている「フロンターレ 毎日元気いっぱい!!推進事業」として、区内に

所在する国内でも有数の人形劇団ひとみ座とフロンターレの連携事業で、人形劇で子ども

たちに生活習慣を教えるものでございますが、これを美化・リサイクル版で展開してはど

うかというものでございます。 

 次に、⑦から⑨の提案ですが、運営部会での今回のテーマであるきれいなまちづくりを
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幅広く捉えたごみ問題以外の提案を含めていく必要があるのではないかという意見を受け

まして、運営部会での意見、そして事務局でのアイデアを入れさせていただいた部分で

す。 

 多様な団体の活躍、連携の場を形成することで、地域意識を育みながら進めていきたい

との提案でございまして、⑦は、新しく決まりました区の木のモモや、区の花のパンジー

を活用して、既存の散歩道や緑、環境活動の連携から自然環境の保全、花壇活動等による

景観づくりを進めていくという提案です。⑧の区民の心が美しいまちは、美しさを区民の

内面からも捉え、例えば挨拶や声かけ運動、落書き消し等の既存の活動と連携していく提

案です。⑨緑の愛護・運営管理組織の立ち上げの推進は、事務局提案で加筆させていただ

いたものでございますが、既存の公園や街路樹の維持管理におきましては、管理運営協議

会や愛護会の制度に基づき、たくさんの区民の方に地域で地域の資源を守っていただいて

おりますが、まだ一部の資源においては組織化が進んでおらず、担い手があらわれていな

いのが現状でございます。そこで、組織化に向けた取組に新しい担い手として、区内企業

との連携等を探っていってはどうかという提案でございます。 

 ⑩、⑪は、既存の活動の認知向上に向けて、互いの情報やノウハウを共有することで活

動を検証し、元気づけていく提案です。これらは課題調査部会での検討段階では、主に美

化活動をターゲットに話が進められてきた部分でありますが、より対象を広く捉えること

も可能ではないかと考えております。 

 ⑩は、啓発表示、看板などの提案です。課題調査部会では、収集日の違う日に出されて

いるごみ集積所などが問題提起されましたが、こうした区内の課題箇所、区内の守ってい

きたいきれいなもの、美しいものがある場所などに啓発表示を設置する提案です。デザイ

ンは公募としてはどうかなどのアイデアも出ております。⑪は、既存の活動団体の情報を

見やすく楽しくまとめて情報発信や、頑張っている活動の表彰、キャンペーンとして展開

していく際の標語やポスター、絵画、写真などの作品を募集するコンクールや作品展など

の提案です。 

 最後に、全体の参加者を増やし、区全体で機運を高めていく取組として、⑫、⑬がござ

います。 

 ⑫は、活動目標の設定です。取組を実践する上で参加する区民や団体の目的意識、共通

のビジョンを持って力を合わせていくためには、明確な目標が必要との意見が出されてお

ります。⑬は、キャンペーン展開です。取組の体験、発表、実践の場をより多く区民の目

に触れる場、参加できる場で展開する提案です。既存の区内のイベントや過去の区民会議

の取組提案の実践の場と併せて開催することで広げていこうという意見も出されていると

ころでございます。 

 資料３の説明は以上でございます。 

 資料３の後ろにアンケート用紙を添付してございます。こちらはアンケートの案という
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ことで、アンケートの趣旨、それから裏面に質問事項が記載されてございます。まだ案で

ございますので、この内容の再検討といいましょうか、最終的に決定し、それからどのよ

うな団体に配付していくのか、このことにつきましては課題調査部会で決めさせていただ

ければと思います。 

 こちらからの説明は以上でございます。 

板倉委員長 ありがとうございました。今御報告いただいたように、対象の範囲が非常に

広がっていて、課題調査部会、運営部会でもこれをまとめるのに大変苦労している状況が

ございます。今回の資料については、２月２日に第３回の課題調査部会がございますの

で、その審議の方向性とか視点について、資料２の３のあたりでそれぞれの視点を書いて

もらってありますが、これを参考にして、今後の課題調査部会における審議の方向を決め

ていきたいと思っております。 

 それでは、これについて御意見、御質問はございますか。 

 それでは、こちらで指名させていただきます。初めに、運営部会、課題調査部会に参加

していない方々にお願いしたいと思います。それでは、山崎さん、お願いしたいと思いま

す。 

山崎委員 ２回にわたって大変多くのことを審議されていらっしゃるなという感想を持ち

まして、ごみ問題に関しましては環境局のほうでもいろんなイベントをやったり、取組を

していらっしゃると思うので、できたら連携した形で進められたら、エコ関係については

とてもいいのではないかと思っておりますし、向こうの審議会のようなものもあると思い

ますので、会議体の様子も少し調べながら進めていただけると、市民の参加もある会議体

については大変有効じゃないかと思います。 

 それから、本当に多方面なので、１つずつ言っていると大変だということがありますの

で、どのように絞り込んでいくのかは、ちょっと後の方に、もう少しお時間がある方に御

発言いただければと思います。 

板倉委員長 ありがとうございます。それでは、長尾委員、お願いします。 

長尾委員 本当にとても幅広い範囲のことで御審議されていて、どこからお話ししていい

のか分かりませんけれども、私はＰＴＡ協議会から参加しておりますので、特に子どもた

ちへの働きかけということについて、お話します。子どもというのはとても素直なので、

きれいにしなければいけないと思うと本当に一生懸命掃除してくれますし、お花なんかも

すごく好きな子が多いので、子どもに働きかけると自然に親のほうにも、お母さん、そん

なんじゃだめなんだよというふうに教えてくれたりもしますので、非常に効果があるので

はないかなと思います。 

 ただ、集積所のルールを守らない方の層は、多分独身のひとり暮らしの方なんかが多い

んじゃないかと思いますが、そういう方に働きかけていくのは一番難しいのかなと感じま

した。 
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 あまり幅広い範囲なので、ちょっとこれ以上は、すみません。 

板倉委員長 ありがとうございました。それでは、仲亀委員、お願いしたいと思います。 

仲亀委員 私の場合、視力障害がありますので、ごみは主人が出してくれています。自宅

のすぐ横がごみの集積所になっておりまして、以前は非常にいろんな問題があって、カラ

スが突ついたりとかといったことがありましたけれど、今はうち以外のいろいろな方が、

月曜日は誰、火曜日は誰、木曜日は誰みたいに、缶、生ごみと分かれて整理をしてくださ

っているということです。 

 私は視力障害があって、出ていってもお手伝いをすることができませんので、主人に何

か外であった場合に私のほうへ言ってもらうようにしているのですが、主人は、ごみだけ

は、今日は生ごみとか、プラスチック系とか全部整理をして出してくれています。本当に

申し訳ありませんが、私の場合、ごみの管轄に一切携わっていませんので、御近所のやっ

てくださっている方たちにお会いすると、いつも申し訳ございません、ありがとうござい

ますとお礼を申し上げると、いいのよなんて言ってくださっていますので、それで私の場

合は甘えさせていただいております。申し訳ございません。 

板倉委員長 それでは続きまして、田中委員、お願いいたします。 

田中委員 私の感じたことですけれども、町会のほうは、当然どこもおやりになっている

と思いますが、第４日曜日に定期的に清掃をやっております。これは役員が中心になりま

して、あと老人会、それから一般の野球とかドッヂボールをやっている子どもたち、この

リーダーが出てきてやっています。 

 それから、これは前にもちょっとお話し申し上げたと思いますが、地域の美化というの

はその場で見ただけではだめですし、長い目で見ていかないと継続できないという感じが

するんです。うちの町会は、中学校の子どもを、前にも申し上げましたが、年に１回の半

日使った正規の教育ですね。まちの中を、自分のまちをきれいにする、見てもらう、こう

いうことを基本でやっていたわけです。これも１回とは言いながら、教わったことは、中

学生ですのでよく理解できていると思いますし、非常に僕は効果的ではないかと思ってい

ます。 

名称が変わってしまったようですが、川崎市の環境保全局というのがありまして、こ

の中に自然環境課緑化推進係というのがありました。ここが緑化活動について非常に熱心

にやっていただき、中学校の現在の美化活動につながっていった１つです。私どもは昭和

53年から活動し、既に昨年で34回連続で行っております。 

 その中の教育ですけれども、これがやっぱり大事だと思います。地域における中学校合

同、美化緑化実践活動を通して中学生のあり方を学ぶということで、体験を重視して教育

活動の実践化、それから基本的生活行動の習慣化、地域への奉仕の精神―これは特に大

事だと思いますが―及び育成。地域社会の教訓のあり方を理解する、こういうことを基

本でやっております。そんな中で美化活動となりますと、ごく自然に地域の子どもたちに
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理解していただけると思っております。 

 それに伴って、やはり気になるのは挨拶問題。朝、子どもが通学する前に自分の周りだ

けはちょっとたばこを拾いますが、４年くらい続けて私もやっておりますが、やはりたば

この投げ捨てが非常に多い。大まかに言いますと、100メートルの道路の長さで幅が10メ

ートルぐらいのところに平均５本から６本あります。毎月データをとっていまして、そう

いうのを子どもに見せたらよくないので、私はその前にたばこを拾って、それとともに子

どもたちに、朝、おはようございますという挨拶運動をやっております。 

 そんな中で美化活動、ただごみを拾うのではなく、子どもたちに見ていただくことが大

事だと思いますので、これから育つ若い子ども、こういうことをやるならば幼い時分か

ら、ごみが落ちているから自分で進んで拾うとか、そういうことをやりながらいかなけれ

ばいけないんじゃないかと考えています。なかなか思うようにいきませんけれども、大体

私の町会は、そんなことを言っては申し訳ないですが、非常にきれいでございます。どう

かひとつ、参考になることがありましたら、また御指導いただければ大変ありがたいと思

います。以上でございます。 

板倉委員長 ありがとうございます。それでは、反町委員、お願いします。 

反町委員 課題調査部会と運営部会とで、本当にすごくたくさんのすばらしい御意見が出

たんだなと思っています。今回のテーマが、「地域コミュニティ、みんなでまちをきれい

に」ということで、意見を見ても、単にきれいにするような活動だけじゃなくて、中原区

ならではの課題である地域コミュニティというところに、それを新しくつくっていくきっ

かけとしていくような、そういう可能性を感じる提案というのがたくさんあるなと思って

おります。 

 本日の検討に当たってのポイントの１つで、不足している視点がないかというところも

書いてありますが、私も見ながら考えましたが、不足している点は浮かばなかったです。

それぐらいいろんな意見を出していただいているなと感じております。 

 そんな中で、私はこういったすばらしい提案が出ていて、当然全部はできないので、こ

の中から絞っていくなりまとめていくということになるかと思いますが、これがだめとい

うのはないです。ただ、やはりこれを長く推進していくというところでは、子どもが参加

できるような、巻き込んだような形ができればいいのかなと思っております。ですから、

この中の取組提案のごみ分別検定とか、仕分けの達人ゲームとか、スポーツＧＯＭＩ拾い

とか、すごくおもしろいなと感じました。 

 それから、どういったことを実践するにしても、その実践の仕方、これは広報の段階か

らですが、やはり今の中原の子育て世代の方、あるいは若者の世代に楽しく分かりやすく

伝えていくためには、インターネットとか動画をうまく活用したＰＲの仕方、これは常に

ＰＲのときに考えていきたいなと。これが例えば市の市政だよりとかに載せるだけではな

くてということです。市のホームページに載るだけでは、市のホームページのサイトに入
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ってもらわないとしようがなくて、なかなか若者の方は市のホームページを見ないと思う

ので、それを今のやり方といいますか、若者の方にも感じて、伝わりやすいようなやり方

を考えていければいいのかなと思います。以上です。ありがとうございます。 

板倉委員長 ありがとうございました。それでは、梶川委員、お願いします。 

梶川委員 皆様がいろいろごみの問題もお話になったので、私は文化協会のほうから参加

させていただいておりますので、協会では、親や祖母たちとの連携に、今、力を入れてや

っておりまして、生花、舞踊、コーラス、そういうのを年間を通じまして、親子、また祖

母たちと一緒にというのでやっていて、とても今のところうまくいっているので、そうい

うのを生かしてできたらいいなと思っております。 

 それから、ごみですけれども、個人的に集積所は家の近くですが、当番表をつくって、

１週間全部お当番がやって、ごみの収集車が来た後は、もう済みましたとか張り紙をしっ

かり書いているので、このごろは独身者の方も、捨てに来てもまた戻ってくれたりします

ので、以前は自分がお当番のときはしょっちゅうのぞいたりしていないといけなかったも

ですが、今はそんなことをやっております。以上です。 

板倉委員長 ありがとうございます。それでは、尾木委員、お願いいたします。 

尾木委員 課題調査部会、運営部会の皆さん、本当に御苦労さまでございます。この資料

を見ますと、これを実際にやっていくと５年ぐらいかかるんじゃないですか。それぐらい

盛りだくさんの御議論をいただいているということです。 

 私も長く町会長をやっていまして、今まちをきれいにするということは、ごみがないま

ちというのは一番目に見えて確かにきれいなまちということですが、町内でごみの集積所

が何箇所もあるわけです。例えば単身者が多く住んでいるようなマンションのそばの集積

所は非常に散らかっている場合が多いし、それから、昔から住んでいるような方が並んで

いるような集積所は比較的きれいですね。掃除も行き届いております。 

 だから、結果的にごみを少なくする、ごみ処理をきちんとやるということは、やっぱり

地域のコミュニティ、要するに隣近所、また各階層もそうですけれども、そういう人の関

わり合いが深くなればなるほど、ごみというのは少なくなるし、きれいな出し方をしてい

ただけるということなので、どうしてもごみの問題に行ってしまうけれども、むしろそれ

を扱う、ごみを出す人間のコミュニケーション、そういうものをどうつなげていくかとい

うことです。企業も商店もそうですし、普通の民家もそうなんでしょうけれども、そうい

う人々のコミュニケーションをどういうふうにしていくかということも大事な視点だろう

と思います。 

 ですから、ごみは１つの象徴的なことですけれども、まちをきれいにするということ

は、そこに住んでいる人たちの心がまずきれいにならないと、まち全体もきれいにならな

いということで、この資料の取組提案の中で何個か、これもいいなというものはあります

が、人をまず中心に考えて、まず区民の皆さんに、そういう意識的なものをどう植えつけ
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ていくか、啓発していくかということを主に考えていただくとありがたいかなと。その議

論の中に、個別にまたいろんなごみの問題も出てくるでしょうし、景観の問題も出てくる

でしょうから、そういう一番もとになる人間を、人間というとおかしいですけれども、住

民たちの意識をどう変えていくかということを前面に出して、連携をどういうふうに深め

ていくかということを御検討いただくとありがたいかなと思っております。 

 以上でございます。 

板倉委員長 ありがとうございます。では、梅原委員お願いします。 

梅原委員 この表を見ましたら、すばらしいです。これを全部実行すると本当に問題がな

くなるんじゃないかな、すごいなと見させていただきました。 

 その中で、実はスポーツＧＯＭＩ拾いとかいろいろありますが、ボーイスカウトはこれ

をいつもやっています。例えばカントリー大作戦と銘打って、子どもたちが缶を集める。

空き缶がたくさん落ちていますからそれを集めてくるとか、それから、ボーイ＆ガールス

カウト中原区協議会というのがありますが、そこでラリーをやるんです。ラリーをやると

きに、昔、ドラゴンクエストというゲームがありましたが、課題があってそれをクリアし

ていくというような形式で区内をずっと回っていき、その課題をクリアする中に、ごみ拾

いというのが入っているんです。各チームにごみ袋を渡しまして、気がついたものを拾っ

ていくというやり方をとっています。その中で、ごみをどれだけ集めたかというのも実は

得点の中に入れるということをやっています。 

 ただ、一番困るのは、カントリー大作戦にしろ、何にしろ、子どもたちが集めてきたご

みをどうしようか、これが一番問題ですね。その問題の解決が非常に大事じゃないかなと

思います。今のところは、各リーダーにそれぞれごみを持って帰ってもらって、その地区

で処分していただくという形式をとっていますが、それが一番大きい問題じゃないかなと

いうことで、この中にあるスポーツＧＯＭＩ拾いとか、ごみ分別とかありますけれども、

実は集めたごみをどうするかということが非常に大事な１つのテーマじゃないかなと考え

ております。 

 それから、先ほど尾木委員から言われた地区の問題、私どもの地区は当番が決まってい

て、年間でずっと回ってくるんです。実は私が当番したときに一番困ったのは、独身者が

いるアパートをどうしようかと。一応会合をやろうとしても出てこないですね。参加させ

る。やっぱり人なんですけれども、ただ独身者というのは一時的にいていなくなっちゃう

わけです。どうしようか。ごみをきれいに分別するということを当番たちがやっています

よね。そうすると、いつも同じ人がやっているという感じになってしまいますね。これを

どういうふうに解決すべきかと。 

 先ほど言ったように、いい人ばかりですといいんですけれども、どうもそうでもない感

じがちょっといたしますので、一応私どもの町内は、実は当番をやらない人はお金を出し

てもらおうという案が出てきております。それがいい案かどうかはわかりませんが、とい
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うことは、ごみ分別作業をする人は労力を供給している、いろんな事情で参加できない人

はお金を供給するというふうにしたらどうだろうかという案も出ております。でも、そう

すると先ほど言ったように、心のきれいな人を育てるというのにはちょっと外れますの

で、それもどうかなのかなという感じがしております。以上です。 

板倉委員長 ありがとうございました。それでは、石川委員、お願いいたします。 

石川委員 今、副委員長からいろいろな点につきまして説明いただきました。非常によく

できた説明だと思って感心しております。それについて今、皆様方の意見をいろいろ聞い

ているわけですが、やっぱりごみということが一番中心になっているみたいですよね。 

 私は、新城で商売をやっておりまして、商店街です。ほとんどごみの問題というのは気

になっておりません。やっぱり何人かのお母様方が中心になって、ちょっと汚れていれば

必ず朝５時頃起きて掃除しています。それで、掃除し終わって、歩きにくいようなところ

に置いてあれば必ずその方たちが片づけます。当番なんかないんです。結構何人も早く起

きておりますので、片づけて通りやすくしています。特にカラスなんかが多くいるときに

は、よく洗っておかないと中をひっかき回して食べられちゃうわけですよね。そういうと

きには、必ず出した人のところに、必ず洗って出してくれるようにと注意しているようで

す。 

 それから、一番問題になるのは、我々がお店を開けるのは午前９時頃ですけれども、そ

れ以降でも誰がということではなくて、構わないわけですが、住宅にお住まいの方でごみ

を出し忘れちゃったというような人が来て、商店街のごみの上にぽんと置いていきます。

それならそれでもいいですけれども、そういうときには急いでいる方が案外無造作に捨て

ていくわけです。我々が片づければ済むので、決して大変なことではないです。そういう

ことをある程度、みんなが気を使っていかなければいけないと思うんです。 

 それからもう１つ、たばこのぽい捨ての件がありましたけれども、とんでもない話です

ね。そんなものは拾う必要はないですよ。たばこなんかは捨てないようにさせなきゃいけ

ないです。今、歩きながらたばこを吸うなんてとんでもない話ですよ。なかなか徹底でき

ないことですけれども、そういうことを徹底させたほうが私はいいと思うんです。 

 これだけすばらしいことをつくり上げたということに対して驚いております。ありがと

うございます。終わります。 

板倉委員長 ありがとうございます。 

 それでは、これからはこれをつくり上げた方々の御意見をお伺いしたいと思います。で

きればテーマをまとめていきたいと思っていますので、そのような視点でお話しいただけ

ればと思いますが、園部委員、お願いいたします。 

園部委員 私は、第１回目を所用で欠席いたしておりまして、２回目、参加させていただ

きました。確かに運営委員の意見も加味するとすごく広大な内容になってきますよね。そ

れで、最終的には尾木委員がおっしゃったように心の問題かなと思いますが、その前にど
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うしても順番を経ていかなければいけないのかなと思うんです。 

 そんなときに、まず現状を把握するということも必要ではないかなと思いました。それ

で、私個人としてはアンケートで、ないしは、もう１つ自分たちで見てみるというのです

か、そういうことで現状把握ができるかなと思いました。 

 そして、今回の課題調査部会はごみに何となく話が絞られてしまいましたので、ごみに

なってしまいますが、ごみの分別、出すということに対して、何はともあれ周知徹底しな

いことにはというのがいろいろ今回の資料にも出ているんですけれども、まず周知徹底す

ることがごみに関しては一番必要かなと思いました。そして、例えばたばこを拾うとか、

ごみ置場、集積場所をきれいにしているとか、結局はそういう周知徹底した結果の継続を

していくということで、なお周知徹底できるのではないかと思います。 

 何しろすごい多くの広い課題がありますので、最終的にはこれを本当に絞り込んでいか

ないとだめだと思うんです。数少なく絞り込んで、それを全員でというか、ある程度部会

になっていますけれども、部会の中でもなお細分化して担当者を決めてやっていかないこ

とには、とてもとても手がつけられないのではないかなと思いました。 

 先程周知徹底ということに関しまして、インターネットと申しましょうか、私たちはせ

いぜい携帯をちょっと使うぐらいしかできないんですけれども、40代とかちょっと若い方

などの話を伺うと、本当によく何ごともぱっと調べて見てしまうんですよね。なので、や

っぱりこれからはそれも武器かなと思いました。 

 最終的には、皆さんがきれいな心を持つと申しましょうか、そこへ持っていくのが最終

目的、課題かなと私は思っております。ありがとうございます。 

板倉委員長 ありがとうございました。塚本委員、お願いします。 

塚本委員 「なかはら区民会議だより」の表紙に、私どもNPO法人小杉駅周辺エリアマネ

ジメントの清掃活動の写真を載せていただいてありがとうございます。このエリマネの清

掃活動は月１回やっているんですけれども、おかげさまで大分人数が増えまして、この１

月から、高層マンションの真ん中にグランツリーができましたので、グランツリーの施設

にも一緒に清掃活動をやりませんかと話を持ちかけて、１月から参加いただくようになっ

て、初回でしたが25人増えて、総勢70何名で清掃活動を行いました。 

 やっぱり自分たちだけじゃなくて、周りの近隣の利害関係者みんなに働きかけて、みん

なで自分たちが暮らすまちをきれいにしようという活動をしていこうと思っていますの

で、課題調査部会のメンバーですが、そういった観点からも、各地域、各団体で既に行っ

ている活動を把握した上で、その人たちがより活性化する、または共通した課題やすごく

いいところを共有して、それを区として全体で取り組むことによって再アピールしていけ

るようにしたらいいなと考えています。 

 基本は地道な活動ですので、そういったことを住民の皆さんに広く周知したり、広報す

ることが難しいねという話になりますが、この区民会議や区役所などの広報紙できれいに
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といっても、当たり前過ぎて余り住民の心に響かないというのが悩ましいところです。最

近、ちょうど中原区内の武蔵小杉の開発が続いていまして、マスコミにも取り上げられや

すいですわけですが、今朝のＮＨＫの番組「あさイチ」で武蔵小杉が話題として取り上げ

られました。取材の際に、私は、毎度マスコミには、どうしても今の武蔵小杉だとハード

面に目が行き、便利だとか、安全だとかといった方向性で取り上げられてしまうんですけ

れども、コミュニティに目を向けてほしいということをＰＲするんですが、そこをうまく

取り上げてくれるマスコミはいいんだけれども、なかなかまだそうはならないですね。 

 ただ、住民ということでいうと、自分はどういうまちに住んでいるかということは、マ

スコミの目を通して再確認することもありますし、武蔵小杉と出ていると新聞とか、テレ

ビ、雑誌は見ます。そういうことを逆手にとって、マスコミに取り上げられるために奇を

てらった清掃活動をするというのは間違いですけれども、あくまでも地道な活動をしなが

らも、マスコミに取り上げられやすい何かセールスポイントみたいなものがあったほう

が、１度取り上げるとマスコミはみんな同じように取り上げますから、そういったことも

意識して住民に周知していくということも必要だなと、改めて思いました。 

 ちなみに、私たちの清掃活動については、２月にＢＳ放送で「ぶらり鉄道旅」という番

組がありまして、そこでは清掃活動を取り上げていただきます。以上です。 

板倉委員長 ありがとうございました。それでは、中森委員、お願いいたします。 

中森委員 今、塚本委員が言っているように、確かにメディアを使うのがすごく大事です

ね。今の私たちのテーマに関して、結局まちをきれいにと言ってしまうと、ごみが一番最

初に浮かんでしまうんですね。だから、できるだけ視点を変えられる取組をしていかない

となかなか皆さんがそれについていかないんじゃないかと思っています。こういう課題の

解決に関しては長い目で、長く続けていかないとなかなか成果が出ないと思っています。 

 まず、今問題になっているのは確かにごみですけれども、それを今すぐ解決したいわけ

ですが、解決しても次々とまた問題が起きてしまうので、その予防のための教育にもちょ

っと力を入れていかないといけない。そのためには、確かに子どもたちをターゲットにし

て、小学校の子どもたち以外に幼稚園児とか保育園にいる子どもたちに対していろいろ取

り組んでいくのもいいんじゃないかと思っています。 

 あと、住民に関して、いろんな方たちが今中原に住み始めていて、きれいなところに住

んでいると自分もきれいにしようという心を持つようになるので、周辺の、今まで住んで

いる方たちの力、努力も大事じゃないかなとは思っています。 

板倉委員長 ありがとうございます。それでは、仁上委員、お願いします。 

仁上委員 みんなでまちをきれいにというテーマですよね。ところが、ごみというとすご

くイメージが悪い、響きが悪いということですけれども、私はとにかくごみ問題を取り上

げたらよろしいんじゃないでしょうかと、たしか最初のほうに手を挙げた１人です。 

 こういう経験があります。近所に集積所があって、私自身はほとんど気にもしなかった
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ところ、決してきれいな集積所じゃなかったわけで、通りに面しているせいか、ある日、

朝起きてみたら大きな産業廃棄物がどんとそこに置かれていました。近所の人のごみでは

なくて、明らかにどこかの業者が山のように置いていった。どうしたらいいのかというこ

とからスタートしまして、まず交番に届けたり、あるいは環境事業局に連絡に行ったり。

そうこうしているうちに、隣近所の人が、今まで話をしていなかった人たちがぞろぞろ出

てきて、本当にひどいねというような話から、何とかしなくちゃいかんと。 

 結局、生活環境事業所に二、三週間後に片づけてはもらったんですけれども、今までど

おり汚くしているとまた同じことをやられるねということから、近所のコミュニティが自

然に発生していったということで、先ほど尾木委員が言われましたけれども、コミュニテ

ィがしっかりしているところというのは、恐らく集積所がきちっとされているところがほ

とんどなんです。それから気になって、散歩の途中、あるいは自転車なんかで近所をまわ

っていると、通りすがりにいろんなところに集積所がありますが、まずほとんどがきれい

です。パーセントで言えば、90％ぐらいはきちっとされているんじゃないでしょうか。た

だし、残りの10％は非常に乱雑で無関心状態、カラスが食い散らかし放題というようなと

ころが確実にあるのがやっぱり目につくわけです。そういうのがあるのが実態です。そこ

を何とかきれいにできないのかなというのが根底にある私の発想です。 

 ところが、ごみというと非常に響きが悪くて、せっかくきれいになってきたところにご

み問題というのは本当に後ろ向きかもしれませんけれども、少し残っている汚いところを

きれいにしたらよろしいじゃないでしょうか。その方法というのは、まず町内会、町内会

でもきれいな町内会が恐らくあるはずです。だけれども、その町内会の中に１、２か所、

汚いところがある。そこのコミュニティはどうなっているのか、近所同士のつき合いはど

うなっているのかというところから掘り下げていくと、自然とごみ問題から、あるいはコ

ミュニケーションがとれて、いずれは防災関連なんかでも役に立つようなまちづくりがで

きていくんじゃないだろうか、そのような気がするわけです。 

 もう１つ、先ほどもお話が出ましたけれども、アパートは、そこにきちっとしたごみ箱

があれば別ですけれども、ないところはアパートの単身者が全く無関心で集積所に放り込

んでいく。というのは、まずそういう案内というのは見ないと思います。そこに対して一

生懸命、隣近所、町内の人たちがお話をしても、入れかわりが激しいから新しく来た人が

また平気で捨てていくという繰り返しだと思います。 

 だったら、私は提案しましたが、不動産業者に、入るときにどういう説明をしています

かというアンケートを出してもいいのではないだろうか。あるいは、ここで決めたんです

けれども、新しく入居する、妻帯者だったらいいでしょうけれども、単身者に対してはき

ちっとそこの地区の分別日、収集日をしっかりと教えるべきでしょうと不動産業界に呼び

かけていくことも１つの方法だと思います。そうしてまちの中が、ほとんどきれいなとこ

ろが、99％ぐらいきれいになっていけば、恐らく中原区は集積所がきれいですねと言われ
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ると思います。恐らく中原区の現状というのは、隣の区でも同じような状態じゃないでし

ょうか。 

 私がたまたま住んでいるところが、中原区と幸区が接したようなところにありますが、

幸区のほうにも汚いところがございますよね。そういったところで何かを捉えて、中原区

の集積所、あるいはごみ捨場というのは、本当にルールが守られたきれいな集積所だと誇

れるまちといいますか、ごみというとすごくイメージが悪いかもしれませんが、そういっ

たことからみんなできれいにしましょうと。 

 ごみというのは、本当に人間が生きていく以上、誰しもが出すものですから、全てに関

わると思うんです。生まれたときから既にごみは発生しているはずですから。そういう全

ての人に捉えることができるテーマではないかということを思った次第です。 

尾木委員 ちょっと関連でいいですか。私、不動産業者ですけれども、当社の場合、売

買、賃貸問わず、必ず契約のときには、中原区のこの場所についてはこれが収集日ですと

いう生活環境事業所のパンフレットがありますが、必ずお渡しして、守ってくださいとい

う説明はしております。これは中原の川崎中支部というところが統括していますが、恐ら

く支部でもそういう指導をしていると思います。それでも守らない人が出てきますが、不

動産業者としては一応そういう規定でやるようになっていると思いますので、御参考まで

に。 

萩原委員 課題調査部会と運営部会、両方出席させていただいていますが、ちょうどこの

区民会議の存在意義というか、地域コミュニティを結んでいって、何とかすてきなまちに

しようというのには本当にぴったりなテーマだと思いますので、ぜひアンケート、ここに

書いてあるだけじゃなくて、先ほどの子どもたちも巻き込んでということを考えれば、学

校や幼稚園、保育園までアンケートの幅を広げて、もしその中で美化活動に何かしら取り

組んでいるよというところがあれば、またそこも中に入れてもいいのかなと思います。そ

のアンケートを通じて、本当に何十年も地道に取り組んでいらっしゃるところがたくさん

あると思いますので、それを私たちも知らず、意外なこういうやり方があれば効果がある

よということが分かるのはすごく勉強になるんじゃないかと思いますし、それが最終的に

は冊子になってくると、いろいろお互いに、まちをきれいにするために自分たちは何がで

きるかということの提案にもなり、すばらしい成果になるかなとも思っております。 

 できたら、地道な取組をしていらっしゃるところに、何かしら区民会議でアワードとい

いますか、ちょっと表彰みたいなのをさせていただければいいでしょうか。そのイベント

を兼ねて、本当に子どもたちも楽しんで来られるような、さっきのスポーツＧＯＭＩ拾い

をやってもいいでしょうし、川崎純情小町☆さんとか、といった方々に来ていただいても

いいですし、簡単なちょっとおもしろいフォーラム、あるいはごみの分別にかけて、仕分

けの達人じゃないですが技を披露するとか、楽しいイベントを最後に持ってきて、そこで

皆さんが個人でも取り組め、団体でも取り組めて、さらに参考になる冊子に最終的にまと
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めることができたらすばらしいのはないかと思います。 

 住みたいまちナンバーワンと言われるようになってきたので、本当に区長さんもいつも

言っていらっしゃいますけれども、住んでいてよかったなと言える、こんなきれいなまち

だと言える、誇れるまちにするために、区民会議が提案してそれだけのことができるのに

はすばらしい機会じゃないかなと思っていますので、この中の少しでも先に進めていきた

いなと思っています。 

板倉委員長 ありがとうございます。松本さん、お願いします。 

松本委員 川崎市は人口が増えております。特に中原区はふえております。住んでみたい

まち、それから住んでよかったまち、それで住み続けたいまち。住んでみたいというのは

１つの好奇心からですが、その中身だと思うんです。住んでみたい、ずっと住み続けられ

るまちということで、私も出身が中原区ではありませんが、40年前にこちらに住んで、そ

れから、住んでみた人たちで自分たちのまちは自分たちでつくっていこうという形になる

には期間がかかると思います。 

 実際のところ、中原区は、工場の跡地、それからグラウンドの跡地に大型マンションが

連立しておりますが、それ以前には、まず工場の社宅というのが老朽化してきて、社宅の

時代ではないので企業がそれを売却して、そこにマンションが建つというのが十四、五年

ぐらい前から始まったわけです。それから、確かに井田の地区にも企業の社宅がありまし

て、名前を出していいかどうかわかりませんが、大手の生命保険会社や製造業など、そう

いう社宅の跡にマンションが建ちました。マンションを購入される方は非常に若い世代の

方です。だから、また町会でもそういう方を取り込んで、一緒に、今は大型マンションで

すが、それの小型化みたいなのが十二、三年前から始まったわけです。そうすると、住ん

でみたいまち、住み続けるまちということで、十四、五年たっておりますけれども、その

ときに私が考えたのは、中原区に来た方は、土地の人間は確かに農家の方とかいますが、

一緒に融合した形で何ができるかということについては、地域のコミュニティなんです。 

 安心・安全のまちをつくるのには地域の顔見知りになるとか、きずなをつくるのには、

中ではいろいろな町内活動もございますが、その中でどのように関わり合うことができる

か。確かに先ほども話がありました心の問題もあります。非常に小さなことでも継続をす

ることで、継続は力なりといいますが、自分たちのまちは自分たちでと、マンションの方

も必ず毎月、公園の清掃とか、地域の清掃とか一緒に活動することで少しずつ町内の役員

にもなっていただき、子ども会とか婦人部とか、各役員もそのマンションに住まわれてい

る方とか、一緒に身近で自分たちのまちは自分たちでつくっていきましょうというのをこ

つこつとやるには、やはり月日がかかります。十二、三年かかっておりまして、そういう

形でやっていけば、また何か別の問題が生じてきたら、町会にまちづくり委員会というの

をつくって、その中でいろいろな行事、緑化のことなどいろいろやっていく。 

 あくまでも地域コミュニティというのは、なかはら20年構想委員会のパンジー回廊も萩
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原委員が関わっていらっしゃいますが、公園をきれいにするとか、１つのテーマでいろい

ろなことが関係してくると思うんです。ごみの問題の底辺にあるのは、あくまでもお互い

の助け合い、きずな、顔見知りになるということで、いざというときに、公園でフリーマ

ーケットをやるとかいろいろなことをやるときに力になってもらえるわけです。我々が年

を重ねてきて、次の世代に渡すにしても、そういう基礎がないとなかなかつながっていか

ないわけです。それを根気よく地道にやっていくことが必要だと思いまして、「地域コミ

ュニティ、みんなでまちをきれいに」ということで提案したわけです。人との継続したつ

ながりをもってやっていきたいということが、私の考え方です。以上でございます。 

板倉委員長 ありがとうございました。それでは、ふだんなかなか発言できないので、成

田副委員長からも、何か一言、今までの皆さんの御意見の中で、お願いいたします。 

成田副委員長 皆様、本当にいろいろな御意見をいただきましてありがとうございまし

た。ここである程度まとめられればよいですわけで、なかなか頭の中で整理がつきません

が、もともとの区民会議の趣旨としまして、人口流入がどんどん今進んでいる状態の中原

区の中で、どうしても武蔵小杉周辺に特化されてしまいがちですが、新しいコミュニティ

と、以前からあるコミュニティとの間のコミュニティ格差というのがどうしても視野に入

ってくるということと、そこをどういうふうに皆さんが同じ価値観とか目的を持って交流

し合うかということに関して、先ほど尾木委員ほか皆様から御発言がありましたけれど

も、やはり何か１つ、人間性を高めていくソフトウエアの部分で、中原区というものがみ

んなで活性化した豊かなまちづくりをしようという、そこのテーマは外せないなという感

じがしました。 

 特にそれに関して、じゃ、実際にどうするか、それはまずきれいにというキーワードを

使って解決していこうということで、それにはやはり課題についての洗い出しがまず必要

ということで、現状の課題を広く区民の皆様に知っていただく、そして承知していただ

く。そのためには数値化したり、それから視覚化したりする作業が必要ということで、ア

ンケートという形を通じて、いいものも悪いものも、できるだけ単純でわかりやすい形で

目に触れていただくことが一番かなと考えました。 

 それを情報発信していくときも、紙媒体だけではなく、人口比率でいいますと、若年人

口がどんどん増えるということで、従来の広報の仕方から、先ほども何名かの方がおっし

ゃられましたように、やはりインターネット等新しい媒体を使った発信の方法というのも

組み入れなければいけないかなという思いがしております。 

 さらに、時代を担っていく子どもたちという点で、若い世代に環境教育を通じて、ごみ

も含めまして、まちを美しくする、人間性を豊かにするためにはどうしたらいいかという

啓発の部分で、楽しみながら日常の生活を通じて子どもたちに習得していただきたい。そ

のためには、子どもたちを通じて、さらにそれを家庭や地域に持ち帰っていただいて、次

につなげていただける、それが今本当に活力ある若い人たちがどんどん入ってくる中原区
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でできることではないかと思っております。 

 そういった点を踏まえまして、さらに今後の課題調査部会で絞り込んでいくわけですけ

れども、また皆さんと議論して、深めていきたいと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

板倉委員長 ありがとうございました。では、 本副委員長、お願いします。 

 本副委員長 課題調査部会で、深まっていたごみ問題に特化していたということで、き

ょうはできるだけ、もう少し幅広く意見をとお願いしたつもりだったわけですが、やはり

まちをきれいにイコールごみというようなことに特化しがちな部分があったのかなと思い

ます。 

 ただ、ただいま皆さんから発言いただいた中には、それぞれいろんな広い視野で物事を

捉えていただいた方もございますので、やはり地域コミュニティづくりであるとか、多く

の世代を超えた参加であるとか、そういった形で最終的にまちをきれいにしていくという

ようなことを基本にしながら、課題調査部会には、次回また負担をかけるわけですが、取

りまとめ等、もう１度いろいろ議論を詰めていただいて、幅広い人たちが参加できるよう

な形のものをつくり上げていただければと期待しております。 

板倉委員長 ありがとうございました。先ほど現状の把握とか、自分たちで見てみる、体

験するという話があったんですが、まちづくり推進委員会というところが、実は落書きの

数を全部チェックしてあります。現在中原区で大体850か所ございます。ただ、東電の電

柱だとか配電盤、ＪＲの陸橋、そういうところに書いてあるものは所有権のことがあるの

で簡単には消せません。そういうこともいつの間にか勉強するという姿です。１度皆さん

に見ていただくか、参加して体験していただいてはどうかという話もあります。２月の中

旬ごろ、皆さんの参加の状況によって、落書きの場所を選んで進めてみたいと思っており

ます。事務局から改めて御案内をさせていただきます。 

 それでは、時間の都合もございますので、ここまでとさせていただきます。多くの御意

見をいただきましたので、本日の意見を踏まえまして、今後の課題調査部会で審議してい

きたいと思っております。 

 それと、今後の事務局との調整については、一任いただきたいと思っておりますが、御

了承いただけますか。 

       〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

板倉委員長 それではそうさせていただきます。 

４その他 

板倉委員長 それでは次に、第５期の区民会議スケジュールについて、事務局から説明を

お願いいたします。 

事務局 それでは、今後のスケジュールについて御説明をさせていただきますので、資料
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４を御覧いただきたいと思います。 

 本日、第３回区民会議を開催しておりますけれども、この後、２月２日に第３回の課題

調査部会を予定してございます。本日いただいた御意見、アイデア等をこの第３回課題調

査部会の参考にさせていただきながら、課題のテーマといいましょうか、解決策の絞り込

みに進めていきたいと考えております。その後、２月19日に第３回運営部会を予定してご

ざいます。その上で、第４回区民会議を３月中旬に予定してございまして、そこで中間報

告という形をとりたいと思います。第４回区民会議の終了後、４月上旬頃になろうかと思

いますが、中間報告ということで区長に報告をします。 

 その後、第４回課題調査部会を５月上旬に予定しております。ここで、先ほど御案内さ

せていただきましたアンケート調査の結果等も出てくると思いますので、その検討、それ

から解決策の最終確認をしていきたいと思っております。 

 その後、第４回運営部会を５月下旬ないし６月上旬に予定しておりまして、第５回区民

会議が６月下旬から７月上旬ですけれども、ここで最終的に１つ目のテーマについて取組

事項を決定していくということになります。また、あわせまして、２つ目のテーマを、こ

の区民会議で皆さんから御意見をいただいて検討していきたいと考えているところでござ

います。それ以降につきましては、記載のとおりでございます。こちらからは以上でござ

います。 

板倉委員長 ありがとうございました。そのほか事務局からお願いいたします。 

事務局 それでは、本日、幾つか添付させていただいている参考資料につきまして、簡単

に御説明させていただきたいと存じます。 

 まず、参考資料３になります。区民会議交流会への出席についてという御案内の資料を

御確認いただければと思います。以前より、川崎市全７区の各区の区民会議委員がお集ま

りいただいて、それぞれ交流を深めていただくという趣旨を持って開催するということは

御案内させていただいているところでございます。いよいよ２月９日月曜日に、エポック

なかはらの７階において開催するということで、日程も近づいてまいりましたので、改め

て御案内させていただいているところでございます。 

 また、今は参考資料という形でおつけしておりまして、正式な通知につきましては、ま

た改めて送付させていただきたいと思います。本日は、御案内資料として御覧いただけれ

ばと存じます。皆様におかれましては、自己紹介シートの作成等、御協力いただきまして

ありがとうございます。 

 まず、２月９日午後６時から、エポックなかはらで開催させていただくということで、

概要につきましては、１枚目の裏になりますけれども、タイムテーブルがございます。６

時から開始いたしまして、市長の講演・質疑応答がございまして、そのほか７区の区民会

議委員の意見交換ということで、今年度は「幅広い世代が区民会議に関わってもらうに

は」をテーマに、７区の区民会議の委員が入りまじった形で、それぞれ幾つかテーブルを
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つくって、ふだんなかなか顔の会わせることのない他区の区民会議委員の方と意見交換を

していただくというようなことで進めていきたいと考えているところでございます。ま

た、こちらにつきましても正式な通知を送らせていただきますので、よろしくお願いした

いと思います。 

 次に、参考資料４になりますけれども、平成26年度第１回かわさき市民アンケート概要

版でございまして、このアンケートにつきましては、川崎市がそれぞれ市政の参考とさせ

ていただくために行っているものになります。今年度分につきましては、区民会議につい

てテーマの１つとしてアンケートを行っておりますので、その結果が概要版として届いて

おりますので、本日はつけさせていただいているところでございます。 

 区民会議の内容につきましては、この中の６ページ、７ページに掲載しております。６

ページの３、区民会議についてということから始まっておりまして、区民会議の認知状況

からアンケート項目を載せているところでございます。全体では、こちらに書いてござい

ますとおり、「内容まで知っている」と「あることは知っている」を合わせまして大体４

分の１程度の方に認知いただいているということが結果として出ております。それぞれの

区ごとにも出ておりまして、中原区におきましては、「内容まで知っている」というのが

1.0％、「あることは知っている」という方が24.5％ということで、合計すると25.5％の方

に認知していただいているということが、今回のアンケート結果で出てございます。 

 また、７ページでは、区民会議で取り上げてほしい地域の課題であったり、今後区民会

議に期待していることが項目として掲載されておりますので、後ほど御参照いただければ

と存じます。 

 続きまして、参考資料５でございますが、「なかはら区民会議だより」の23号でござい

まして、既に皆様のところにお届けしているものになります。先ほど塚本委員からもお話

がございましたとおり、表紙にはNPO法人小杉駅周辺エリアマネジメントの早朝清掃活動

の様子を載せているものになっております。中面については、10月に行われた第２回の区

民会議の開催概要を載せているものになりますので、改めて皆様のところに参考資料とし

てお持ちしております。資料については以上でございます。 

板倉委員長 ありがとうございました。何か質問等ございますか。 

 なければ、続きまして、お手元の「すべての女性が輝く社会づくり」というチラシに関

しまして、萩原委員から御説明をお願いいたします。 

萩原委員 資料につけていただいたので説明させていただきます。 

 私、この会議には、川崎中原工場協会の代表として出させていただいておりまして、そ

もそも中原工場協会って何だろうという話ですけれども、今、中原区を中心として280社

の経営者が集まった会議がございます。中原区だけじゃなくて、川崎全体のところも入っ

ているかと思いますけれども、昭和23年10月設立なので67年目かなと思います。それで、

一般社団法人でございますけれども、本当に活発に活躍している方が多く、昨年度の４月
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に内閣府から認定を受けまして、地域女性活躍推進委員会というのが設立されました。私

も含めて13人のメンバーで委員をさせていただいているんですけれども、一応予算もつき

まして、女性のキャリアップ研修会とか事業主のへのセミナー、コンサルティングとか、

アンケート調査とか、いろんな活動をしております。それの集大成といいますか、今度２

月20日金曜日ですけれども、川崎駅前の商工会議所の新しいビル、ＫＣＣＩホールの２階

で、「すべての女性が輝く社会づくり～地域女性活躍推進大会～」を催しますので、この

チラシを入れさせていただきました。 

 武蔵小杉の駅長さんは、今、女性のきれいな方なのは御存じでしょうか。柳澤美香さん

とおっしゃいます。あと、ＮＴＴ東日本の川崎支店長の山貫さん、川崎信用金庫の秘書室

長ですけれども、登戸の支店長や本店営業次長も経験されて、今、秘書室長の大森さん、

それから当委員会の委員長をやっていただいているスタックスの星野さんのリレートーク

もございますし、その後いろんなお話もあるわけですけれども、ぜひここに皆さん参加し

ていただきたいと思いまして、この裏に参加申込書がございます。有意義な会ではないか

と思います。いろんな意味で、企業だけじゃなく、本当に地域で女性が生き生きと暮らせ

るようにみんなで考えていきたく、また企業もそういうのを応援したいなと、行政からの

応援も入っておりますので、これをぜひ皆さん、参加してもいいなと思いましたら広めて

いただければと思います。どうもありがとうございます。 

板倉委員長 どうもありがとうございました。企業側からの御協力もいただけるようなの

で、大いにきれいなまちづくりというところに進めていきたいと思っています。 

 以上で本日予定しておりました議事は全て終わりました。皆様から何かございますか。 

 それでは、区民会議参与の皆様に、一言ずつお気づきの点、助言などをお願いしたいと

思っております。 

大庭参与 皆さん、お疲れさまでございました。きょうのテーマも、本当に興味深くお話

を伺いました。先ほどもお話がありましたけれども、けさのＮＨＫの番組「あさイチ」を

見ていましたら、小杉がテーマになっていまして、タレントの方とアナウンサーが登場し

て、小杉駅をおりたときに、きれいなまちですねという一言もあったんですね。まちが整

備されて、きれいだなという印象を持ったかと思うんですが、住んでいる皆さんからする

と、ちょっとその範囲を、少し路地を入れば、やはり町内会の皆さん方がごみの問題など

で本当に苦労しているという声も一方ですごく聞くということで、これは一緒に考えて、

きれいだなというだけに終わらせない取組というのが必要ではないかと思います。 

 そういう意味で、本日ここで出されておりましたアンケート、これが本当に大事だなと

思いました。実態をつかむという、やっぱり町内会ごとに違うと思います。商店街に近く

なってくると、駅に近くなると、単身者の方などは自分の集積場所ではなくて、通勤途中

のところにごみを捨てていくということで、ごみがあふれるという声も実は聞いておりま

すし、商店街のところで、新城の商店街のところはすごく地域の方が掃除してくれるとい
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うお話がありましたけれども、違うところではネズミの問題とか公衆衛生上の問題のお話

を聞くわけで、地域ごとに町内会のあり方なども違いますし、ひとり暮らしの高齢者もい

るということでいえば、なかなか分別の理解が大変な方もいらっしゃるわけです。それを

あの人はというふうに見る見方というのも、ちゃんと正しく見ていかなければいけないと

思いますので、そういう意味でアンケート調査は大事だなと思いました。 

 それと、本日のＮＨＫの番組「あさイチ」で人形劇のひとみ座のことが出されていたん

です。そのときは、歯の予防週間のことだったんですけれども、きょうこれを見ましたら

そういう議論もされているということで、やっぱり子どもたちと、またお年寄りも、人形

劇を使いながら理解してもらって、私も時間が許す限り見ただけなんですけれども、フロ

ンターレやひとみ座の皆さんの負担が大きいんじゃないかというのがありましたので、一

方で、映像を流してそこのところはカバーするだとか、そんな取組なんかも大いにやると

いいのかなと思いました。 

 それで、やはり予算が伴う問題でもあるので、これは私たちが皆さんの御意見を聞きな

がら、道路整備というのも必要だと思うんです。生活道路がきれいになれば、ごみを捨て

るという雰囲気をなくしていくという機運もつくっていかなくてはいけないということ

で、きょうは道路公園センターの鈴木所長もいらっしゃるので、本当に道路のあれという

のがすごく中原区もふえているように思うんです。予算が削られているという点では、し

っかりこの辺のところも取り組んでいきたいなと思っております。 

 きょうは貴重な御意見を本当にありがとうございました。 

板倉委員長 ありがとうございました。それでは、松川参与、お願いいたします。 

松川参与 前の会が随分長引きまして、遅参いたしましたことをお詫び申し上げたいと思

っております。お話をお伺いできませんでしたので、きょうの資料、また摘録等をしっか

り拝見させていただきながら、次回またコメントさせていただきたいと思います。 

 ありがとうございました。 

板倉委員長 ありがとうございました。ただいまの参与の御意見につきましては、今後の

区民会議の運営の参考にさせていただきたいと思います。 

 事務局はさらに何かございますか。 

事務局 次回、第４回の区民会議について、少し日程の御連絡をさせていただきたいと存

じます。先ほど資料４の説明のところでも触れさせていただいておりますけれども、次

回、第４回の区民会議につきましては、３月中旬、18日（水）、19日（木）、20（金）、23

（月）のいずれかの日の午後の開催を考えているところでございます。また、日程につき

ましては調整して御連絡させていただきたいと思いますが、もし御都合の悪い日がござい

ましたら、本日の会議終了後に事務局までお申し出いただければと存じますので、よろし

くお願いします。 

 以上でございます。 
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５ 閉会 

板倉委員長 どうもありがとうございました。皆様に御協力いただきまして、円滑な議事

を進めることができました。副委員長とともに深く感謝申し上げます。ありがとうござい

ました。 

 以上をもちまして、第３回中原区民会議を閉会といたします。どうもごくろうさまでご

ざいました。 

午後３時53分  閉 会 


